東北地方太平洋沖地震罹災者に対する特別措置について
京都造形芸術大学は、東北地方太平洋沖地震により自宅及び学費支弁者が被害を受けた芸術学部ならびに芸術研究科の在籍学生に対して、被害状況に応じて下記の措置を実施いたします。

■学費等の減免措置

　自宅及び学費支弁者が被害を受けた学生においては、必要書類の提出をもって、下表のとおり2011年度の年間学費または休学在籍料を免除する。

	被害状況
	2011年度学費

	自宅が全壊・半壊
	全額免除

	学費支弁者が死亡
	全額免除

	自宅が一部破損し家屋の修繕が必要な場合
	半額免除

	学費支弁者が負傷し長期加療が必要な場合
	半額免除


尚、下記のケースについてはそれぞれ全額免除、半額免除に準じる扱いとする。
●自宅が損壊により長期（半年以上）にわたって居住することが困難と認められる場合 ― 全額免除

●自営業者の場合の店舗等の全壊または半壊 ― 半額免除
■授業への配慮

自宅及び学費支弁者が被害を受けた学生においては、必要書類の提出をもって、下表のとおり授業への出席を免除する。

	被害状況
	授業出席の配慮

	自宅が全壊・半壊
	3回（3週間）を上限に免除

	学費支弁者が死亡
	3回（3週間）を上限に免除

	自宅が一部破損し家屋の修繕が必要な場合
	1回（1週間）を上限に免除

	学費支弁者が負傷し長期加療が必要な場合
	1回（1週間）を上限に免除


授業への出席免除については、当該学生の出席すべき授業回数を減じる方法とする。
○必要書類について

（１）罹災証明書

（２）東北地方太平洋沖地震における特別措置申請書（本学指定書式）

上記特別措置に該当する学生は、教学事務室学生生活窓口に申請してください。

尚、上記以外の場合であっても、被災により就学継続が困難または授業への配慮を希望する方は、教学事務室学生生活窓口まで相談に来てください。

お問合せ：京都造形芸術大学 教学事務室 学生生活窓口   TEL 075-791-9165
